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真正鉄道と虚偽鉄道との混然一体性
Ⅰ．真正鉄道と虚偽鉄道との境界型
　真正鉄道と虚偽鉄道との境界型と呼ぶべき領域が存在する。公共鉄道として当局の公式許認可を得た正規の鉄道で
ある公然性の高い真正鉄道と、然らざる非公然性の高い非正規型の虚偽鉄道⑴との双方の要素を併有する両者の中間的
存在の特異な鉄道群である。たとえば坂川鉄道、士別軌道のように真正鉄道の身分でありながら、森林鉄道と相互乗
入れするなど、虚偽鉄道的な要素を多くもっていた例や、非公然の存在の殖民軌道でありながら、鉄道省との協議を
経て軌道法上の軌道として取扱われ『時刻表』等にも掲載され、公然化したものなど、多数の中間的形態が存在する。
　本稿では山梨県の山林大地主である市川文蔵（後述）が必然的または偶然に関係した富士軌道、三塩鉄道という「境
界型」と呼ぶべき鉄道２社を取り上げる。所在する県を異にし、開業線、未開業線に分かれる両社の間に直接の関係
は見当らないが、かつて富士山麓一体の御料林の山梨県側は県有林となり、三塩鉄道はその山梨県営の森林軌道と、
富士軌道は御料林として残された部分と深く関係する事実上の森林軌道であった。また関東圏の外延部に位置し、東
京に近いことから関東大震災後の帝都復興のための石材・木材等の輸送にも活躍したという共通点もある。さらに富
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要　旨：公共鉄道として公然性の高い正規の真正鉄道と、森林鉄道に代表される私的な自家用鉄道として非公然
の非正規タイプの虚偽鉄道とは全く別のジャンルと解されることが多いが、両者の間には①一方のタイプの鉄道
が他方の鉄道に簡単に変身・代替する事例、②両者の性質を兼ね備えた境界型ともいうべき中間的な形態など、
明確に判別し難い場合が少なからず存在する。本稿では①山梨県営森林軌道と平行・競合する可能性が生じ、虚
偽鉄道に代替されて真正鉄道の方が解散した三塩鉄道の事例と、②真正鉄道と虚偽鉄道とが混然一体として機能
していた境界型の富士軌道の二事例を取り上げる。両社とも御料林ないし移管により山梨県有林となった官有林
の運材を目的とする実質的に森林鉄道と見做すべき自家用鉄道に準ずる存在で、山梨県の山林大地主である市川
文蔵が共通の役員として関係していた。さらに富士軌道、三塩鉄道ともに圧倒的な支配株主が自己の利己的な動
機から会社の解散を一方的に強行して、存続を願う地元側と紛議になった点でも酷似している。
　主題とする富士軌道は世界遺産たる富士山麓、とりわけ富士信仰の聖地・人穴の付近を目指して走行する山岳
鉄道であって、競合する乗合自動車路線が出現する以前の大正中期までは富士講、登山客、遊覧客等にも利用さ
れた観光路線としての色彩を兼ね備えていた。しかし富士軌道所属の旧大宮製材専用軌道の部分は富士軌道が
様々な陰謀術策を駆使して秘密裡に非公然鉄路として確保したものであって、最大の荷主である帝室林野局も重
大な事実を誤認しており、鉄道企業の監督官庁・鉄道省に至っては当該部分の存在すら察知できなかったほど謎
の多い秘密の鉄道でもあった。本稿では虚偽鉄道と真正鉄道の相互関係、地域社会と大地主・大資本の対立、内
務省、鉄道省、府県の官庁間の拮抗関係など、富士軌道の非公然部分を巡る複雑怪奇な諸関係を観光社会学の視
点から解析を試みたものである。
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士軌道、三塩鉄道ともに圧倒的な支配株主が会社の解散（ないし事実上の解散を意味する鉄材としての売却）を強行
して、存続を願う地元側重役・株主・主要荷主等と紛議となった点でも極めて酷似している。
　なお本稿では基本資料として頻出する観光案内書等を略号⑵で直接本文中に示した。学術的見地からの研究蓄積の
乏しい観光社会学分野での戦前期等の分析に於いては、とりわけ系統的収集・整理・保存・公開体制の遅れている絵
はがき・パンフレット類をも含め、当時地元で発行された観光案内書等が同時代史料として重要な意味を有するとい
うのが筆者らの持論⑶であるが、今回も随所で活用を模索した。
　ある種別の特殊鉄道が他の種別の特殊鉄道と併用・兼用・転換する場合が少なくないという「虚偽鉄道」の特性を
無視することはできない。例えば水力発電所の建設を機に電力資本により敷設される専用鉄道・軌道の類は建設用資
材の運搬が一段落すればベースカーゴが喪失する結果、軌道の目的がいかようにも変化する必然性があり、発電用軌
道のみの領域研究で完結させるには無理があろう。
Ⅱ．三塩鉄道
１．三塩鉄道を駆逐した山梨県営三塩軌道
　［写真－１］は「笛吹川最奥の部落広瀬」（奥秩，p63）と中央線の塩山駅を結ぶ「広瀬、塩山間の運材トロリーは
人も乗せる」（奥秩，p63）として内燃機関車⑷が牽引する運材列車の写真である。この写真を掲載した昭和18年発行
の山岳案内書は　「広瀬から塩山までは約二十五キロ、笛吹川に沿って秩父往還が通じてゐる。歩くとなれば一日が
かりだが、幸に運材のトロリーがあるので、之に乗車出来れば塩山まで、適度な勾配を走って、二時間半で下れる」
（奥秩，p63）と地元民はもちろん、広く登山客等にも開放されていた虚偽鉄道であったことを示唆している。
［写真－１］　「広瀬、塩山間の運材トロリーは人も乗せる」（昭和18年ころ『奥秩父』）
　現地に掲出された案内板には、「昭和８年から43年まで三塩軌道では馬とトロッコを使い木材を搬出していた」⑸、
とか「三塩軌道（三富・塩山間の軌道）は、昭和二年に設立された“三塩鉄道株式会社”により、三富みとみ（現山
梨市）からの木材等の搬出のため使われていました。昭和六年の会社解散後も、昭和四十年に姿を消すまで存続運行
されました」⑹といった情報が流布されている。三塩軌道の廃止時期が昭和43年説⑺と昭和40年説とにわかれるほか、
開始時期は前者では昭和８年⑻、後者ではそれ以前にも三塩鉄道株式会社が木材搬出に使っていたとするなど、不明
瞭な部分が多く見られる。一体、「真正鉄道」である三塩鉄道株式会社と「虚偽鉄道」山梨県営三塩軌道の関係はど
のようなものであったのかを解明する必要があろう。
　まず紅葉の名所・西沢渓谷が所在する山梨県三富村広瀬の1950年代の貴重な姿は岩波写真文庫⑼に２種類の産業用
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軌道として残されている。写真の解説に「村と町をつなぐ県営のトロッコ道」⑽「町まで下ったトロの台車を馬が曳
いてまた上って来る」⑾とあり、軌道設置の主体は原木の搬出や珪石採取を行う山梨県であり、下りはトロの自走、
上りは馬力によるトロの牽引であることが判明する。さらに「山と町を結ぶトロッコの線路が村の中を通り抜けてい
る」⑿「山から伐り出された材木はここ〈広瀬〉を通り、トロッコやトラックに積まれて汽車の通る〈塩山〉町まで
運ばれる」⒀とある。
　広瀬～塩山間の秩父往還に敷設された林用軌道「山里とふもとの町とをつなぐのも、同じくトロ道である」⒁とし
て「トロ道」の写真を掲載する。「トロッコに便乗」⒂の写真には「安全第一」と車体に描かれた内燃機関車に運材用
台車２両が連結され、学童や村民多数が便乗している様子が写されている。
　昭和10年ごろの開通当初の当該軌道「三富村林道」は「塩山駅から出発し笛吹川に沿ひ、西沢の奥深く入る林道で
…山梨県で恩賜県有林の大伐採を企てて開通されたもので、大部分は堅固な軌道」⒃であった。地元精通者である登
山家の原全教氏は当該「林道はずっと左を通り、広瀬部落の下流で部落へ入り、二俣から西沢分へ入り、大窪沢を大
迂回して、さらに徐々に高く五ッ淵の上まで達してゐるさうである。これは不動瀑の傍らの温泉⒄経営をも目論見て
の結果で、すでにその権利も得たさうであるが、大体の目的は、西沢で境される南方の恩賜県有林の伐採に在る事勿
論である。そして北方の御料林の方まで払下の交渉が成立したと云ふから、東沢の伐採進行と相まって、西沢にも山
梨県当局お得意の皆伐が大規模に敢行されるであらうから、ここ十年くらゐの間には、さすが蓊鬱を誇った美林も、
荒廃の極に達する事であらう」⒅と自然保護の立場から県当局の営利主義的皆伐を強く批判していた。
　地元でまとめた資料「三塩軌道と三富村」によれば、山梨県営三塩軌道の開通・廃止の状況は以下の通りである。
　「大正14年神金軌道⒆開通。昭和４年三塩軌道（塩山～広瀬）工事着工。６年同工事完成。８年西沢軌道開通。10
年県営三塩軌道（塩山～広瀬間）木材トロッコ引上げ用に機関車（ガソリンカー）投入。28年三塩軌道支線開通⒇。
…33年神金軌道廃止。…42年中土場より下方を廃道。昭和40年代中頃、軌道全線廃止となる」（三富，p365）。
　「三富から塩山方面に買い物に出る主婦たちも運んだ」（S40.3.10山梨③国中版）三塩軌道の三富村役場前では「日
原かなめさんが女駅長として活躍、トロッコの通行切符をきる姿」（S40.3.10山梨③国中版）が見られるなど、軌道使
用料条例による使用料を徴収し切符を発行する有料便乗が常態化していた21。
　『山梨日日新聞』の「さよならトロッコ」の記事では昭和40年「三月いっぱいで姿を消すことになり…廃止される
ことになったものだが、広瀬～西沢の馬出し部分だけはいままで通り残される」（S40.3.10山梨③国中版）予定と報じ
られた。平沼義之氏によれば「昭和39年に〈山梨〉県行事業は終了したため三塩林鉄は同41年に廃止されたが、西沢
林鉄については民間業者の手に渡り、同44年に廃止」22されたという。
　林業統計23に掲載された統計数値によれば昭和42年現在でなお31km 存在した全国の民有林軌道は昭和43年廃止で
ゼロとなっている。この最後の民有林軌道の所在地、路線名とも未詳であるが、筆者は廃止が昭和40年とも43年とも
44年ともいわれ、はっきりと時期を確定できないものの、山梨県営の当該三塩軌道も我国で最後まで残った民営軌道
群の候補の一つと考えている。なお廃止後の昭和49年広瀬地区に広瀬ダムが完成し軌道跡の多くは水没した。水没を
免れた軌道跡の一部は旧三富村によって西沢渓谷遊歩道として整備され、観光客に親しまれている。観光施設建設過
程で資材運搬用に当該軌道が再利用された由である。
２．三塩鉄道
　一方、一部に三塩軌道の先駆との説もある三塩鉄道に関しては鉄道省刊行物ないしその翻刻版に記載がある程度
で、一般に流布された情報は極めて限定されている。たとえば会社解散決議後で、鉄道免許失効直前の昭和６年12月
10日発行の『大日本鉄道史』には「未開業線（工事施行認可済のもの）」の項に「三塩鉄道株式会社　区間塩山～一
之橋　哩程五・五三　動力蒸　軌間三呎六吋　軌條重量六〇封度　決算期五、一一　資本金一、二五〇千円　本社所
在地甲府市桜町一二　代表者社長市川文蔵」24と掲載されている。
　同社の簡単な沿革を以下に略述すれば、まず主唱者であり発起人総代・高野朝次郎の長年の宿願たる当初構想に、
衆議院議員、非政友派の領袖、峡西電力社長の市川文蔵と実弟の市川治平ら市川一族が賛同したことにより発起され、
昭和２年３月31日七里村～三富村間11哩00鎖鉄道敷設が免許された。
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　塩山の近辺には「古来峡中の名区として詩歌に著れ…古刹、塩山の鉱泉等あり」（案内，p478）とされ、「大岳山
那賀都神社あり。山上より望めば…眼下には笛吹の清流滔々…眺望恰も蒼海に臨むが如し」（案内，p481）と名所も
少なくなかった。申請の際の山梨県知事の副申にも「著名ナル大岳山那賀都神社及川浦温泉アリ…逐年浴客増加」（副
申）と名所を列挙して観光客への期待を滲ませているが、発起人による申請書には「鉄道ヲ敷設シ貨物輸送ヲ営ミ度」
とあり、後で「旅客」の二字を加えるなど、あくまで本音は運材が主眼であった。
　三塩鉄道のオーナー的存在の市川文蔵は元治元年巨摩郡荊沢村（現在の南アルプス市）の大地主・市川太右衛門長
男の保貫（後に文蔵）に生まれ、山梨県平民、農25、「地価金五万円、其他財産約八百万円　信用最モ厚シ」（副申）、
沿線・終点三富村字広瀬に2700余町歩の山林を所有し、「市川林業」（塩山，p465）主でもあった。略歴としては明
治11年家督相続、18年富士銀行創立に関わり取締役、24年中巨摩郡会議員、郡参事会員、28～32年五明村村長、32年
山梨県会議員、33年山梨農工銀行取締役、頭取（日韓上 M41，p3）、34年富士銀行頭取に就任、37年富士銀行を市川
銀行と改称し、①3,631株主（要 M40，p2）で頭取を勤めた。市川銀行は「設立明治十三年三月資本金四十万円、地
方に於ける信用ある銀行」（案内，p474）と評された。40年富士水電取締役、1,719.48円（日韓上 M41，p18）を納め
る山梨県⑧多額納税者として41～44年貴族院議員、43年峡西電力専務。45年山梨県郡部区で立憲国民党から出馬し当
選。大正４年の総選挙で立憲同志会（後の憲政会）から出馬し再選した政治家でもあった26。
　正味身代50～75万円、商内高3.5～５万円、取引先の信用の程度「多」27、三塩鉄道創立委員長、18,000余の大株主、
社長、清算人、13,956株、昭和10年５月４日死亡。
　「山林田畑等多く所有し著名なる富豪…富士水電等の重役を勤め其の信望隆々たるものあり」（案内，p474）と評
され、漢学を勉旃舎の福山和一に、和学を市川大門の国学者である青嶋貞賢に学んだ。「地口を案ずるに妙を得…書
信には必ず一二句の地口が書添へられ」28ていたという。
　三塩鉄道免許の際の鉄道省土木担当技術者の意見は「急勾配…輸送力ヲ幾許モ発揮シ得ザルベシ。寧ロヨリ少キ資
金ヲ以テ…自動車輸送ノ途ヲ講ズルヲ可」29と鉄道としての免許に懐疑的であった。これに対して発起人側は「比較
的平坦ナル箇所ニ限リ旅客ヲ取扱フ」（三塩、鉄文）と追願してようやく免許を得た。
　３年４月25日資本金125万円、2.5万株、払込12.5万円で設立された。代表取締役市川文蔵以外の原始役員は取締役
に実弟の市川治平、飯田知房、荻原虎一（後述）、高野朝次郎、向山正貴、日原領吉、監査役早野金蔵（後述）、武田
与十郎（後述）、小島重次郎、坂東要次郎であった30。
　総株数の大半を握る市川家の一族郎党以外からも、以下の早野、武田ら幅広く沿線の名士・商人等を重役陣に加え
たのは、市川家の私利を追及する自家用森林軌道の色彩を薄め、あくまで公共性の高い普通鉄道たらんとした市川社
長の配慮によると思われる。しかし一見民主的な役員構成が後に紛争の火種を生むことになる。
　監査役の早野金蔵（里垣村）は明治20年に土木請負を開業、裸一貫から「請負ニ成効シ」（上申）た立志伝中の人
物で、山梨土木筆頭取締役　（日韓上 M41，p4）、皷川水力電気社長、琴川電力、下部温泉各取締役（要 S8役上，
p56）を兼ね、正味身代未詳、商内高未詳、取引先の信用の程度　「普通」、大正元年所得税額2,668円であった31。三
塩鉄道への出資100株は当然に本業の請負を期待してのものであったが、解散を推し進める市川派の武闘派として、
元気のいい乾児連中に速成派株主を威圧させ、総会での「論議ニ畏服セシメントセル」（上申）ものと畏怖された。
清算人。昭和８年死亡により「早野組」廃業するも、戦後昭和29年事業再開。
　同じく監査役の武田与十郎（甲府市伊勢町）は醤油・酢・味噌製造、明治40年度営業税65.19円、所得税68.79円（日
韓上 M41，p7）、「18年前開業」の醤油・酢・味噌、正味身代5,000～１万円、商内高3.5～５万円、取引先の信用の程
度「普通」、大正元年所得税額402円32の老舗の醤油醸造家33で、二代目創業の武田牛乳が著名であった。
　三塩鉄道とて当初はそこそこ鉄道建設に意欲的であったと思われ、「鉄道用地トシテ九千余円ヲ購入シ、又鉄道省
ニ委託シテ約八千余円ノ工事を竣成シアル」（上申書）とされたように、３年11月期決算で塩山～一之橋間建設費
21,225円、一之橋～広瀬間建設費9,298円を計上（営年，p254）し、最終的には建設費53,428円を計上した。しかし４
年１月三富村字上柚ノ木～同村字広瀬間工事施行認可申請期限延期を申請したころから、鉄道建設の意欲に陰りがみ
られる。当時『三富村史』によれば山梨県による「昭和４年三塩軌道（塩山～広瀬）工事着工」（三富，p365）、「昭
和四～五年…この頃、三塩軌道の工事が始まり」（三富，p362）とされるので、県営三塩軌道の敷設を睨んだ延期と
─ 105 ─
真正鉄道と虚偽鉄道との混然一体性
思われる。さらに５年９月塩山～一之橋間工事着手期限延期を申請、６年２月にも「地方唯一ノ生産タル蚕糸暴落ノ
為メ金融ノ硬塞極度ニ達シ株金ノ払込ハ更ナリ、資金借入モ途絶ノ実情」（期限延期申請、鉄文）と昭和恐慌の深刻
化に伴う窮状を盛んに当局に訴えている。結局６年３月紛争の最中、会社解散を決議、７年７月４日鉄道免許が失効
した。
３．市川派（解散派）と荻原派（速成派）の対立
　発起人総代であり、圧倒的な大株主であり、取締役社長の市川文蔵は「初メハ市川ニ於テ八分ノ配当ヲ保証スルト
称シテ株式ヲ募集」（上申書）し、総会でも毎回「文蔵ニ於テ必ス完成スルヲ以テ安心セラレヨ」（上申書）と株主に
説明していた。以下昭和６年の両派の対立を発生順にみてみよう。
　２月１日三塩の重役会で「塩山一之橋間着工延期願ヲ提出スルコト及出資者アル場合ヲ考慮シ荻原ヲ常務取締役ト
シ出資者ノ物色ヲ一任スルコトヲ決議」（桜林「回答」）した。常務取締役に就任した荻原虎一（塩山町）は発起人、
「所有地価金二十五円二十五銭、地租一円十三銭、所得税十九円八十四銭、信用　普通」（副申）、職業は塩山町で歯
科医・荻原久明と「荻原医院」（S6.8.29山梨③）を経営する内科の医師（S6.8.12山梨④）であった。他に会社役員の
兼務なく（要 S8役上，p135）、三塩でも僅か５株主でありながら、よほど正義感の強い人物であったようで、仮処分
申請者として市川派攻撃の急先鋒となり、「三塩鉄道株式会社ノ顛末ヲ略記」した陳情書を当局に提出した。
　この決議により、３月12日「高野、向山、日原ノ三取締役ト相諮リ工事促進ヲ決議シ、之ガ行為ヲ荻原ニ一任」（桜
林「回答」）した。荻原派の訴状では昭和６年「重役会で工事出資者、又は代行者物色方を荻原氏に一任したので、
同氏は物色して〈出資者を〉得たにも拘はらず、市川派は三月二十三日独断で臨時総会を開き、荻原派の重役を解任
した」（S6.8.12山梨④）と非難した。４月７日「臨時株主総会ヲ開キ荻原外三名ノ取締役解任ヲ決議」（桜林「回答」）、
後任取締役に市川二郎、市川耕造、五味松蔵、監査役に落合重雄を選任した。
　荻原とともに解任された副社長の高野朝次郎（七里村）は「三富山林を跋渉し…大森林…花崗岩その他幾多の鉱物
を産出するを知って」（塩山，p465）鉄道布設を主唱した発起人総代で「所有地価金二百八十九円六十七銭、地租八
円八十七銭、信用普通」（副申）であったが、市川社長に対して「過チヲ改ムベキ旨」を諫めたため、500株以上の大
株主（年鑑，p254）である向山正貴（松里村）、日原領吉（三富村、発起人）の速成派取締役ともども解任されたと
いう。この結果５月末の役員は社長＊市川文蔵、常務＊飯田知房、取締役市川治平、市川二郎34、＊市川耕造、＊早
野金蔵、五味松蔵、常任監査役落合重雄、監査役武田与十郎、坂東要次郎など市川派で固めた。（＊印は清算人、「解
［表－１］　三塩鉄道役員（昭和３年11月現在）
市川文蔵 社長、本文参照
高野朝次郎 七里村、副社長、他兼務なし（要 S8役上，p216）
飯田知房 常務、岡部村、高野の諫言にも「頑トシテ応ぜず」、清算人、100株、山梨開発協会社長（帝信 S11，p1）、岡部
製糸監査役（要 S8役上，p16）
市川治平 取締役、五明村、発起人「地価金二百円、其他財産十万円　信用最モ厚シ」（副申）、文蔵の実弟（『人事興信録』
大正７年，いp85）、取締役代行者、1,100株、㈱市川銀行取締役支配人（日韓上M41，p13）、常務・五明支店主任、
126株主（要 M40，p2）、㈱市川銀行取締役・甲府支店長（要 S8，p1）、皷川水力電気取締役（要 S8，p4）
荻原虎一 取締役（速成派）、本文参照
向山正貴 取締役（速成派）、松里村、昭和６年４月解任、取締役代行者、500株以上の大株主（年鑑，p254）
日原領吉 取締役（速成派）、三富村、発起人、昭和６年４月解任
早野金蔵 監査役、明治20年工事請負業「早野組」創業、昭和８年死亡、本文参照
落合重雄 監査役
小島重次郎 監査役
坂東要次郎 監査役
時田芳雄 非役員大株主500株以上（年鑑，p254）、解散決議に反対、500株
［資料］　『地方鉄道軌道営業年鑑』鉄道同志会、昭和４年６月，p254
跡見学園女子大学　観光コミュニティ学部紀要　第２号
─ 106 ─
散決議ノ件」、鉄文）
　市川派の訴状によれば荻原らは３月12日「社長たる市川氏其他重役に無断で、重役会を開き、東京の古口儀平氏に
資金六十七万円の投資者、工事施行者物色を依頼し、費用三千円、履行の時は報酬五万円、又会社で違約の折は五万
三千円を支払ふ契約をし」（S6.8.12山梨④）た独断専行を非難した。荻原ら速成派による正体不明の古口との契約を
信用せず全く受け付けない解散派による臨時総会での解任以降、市川派の「工事着工一年延期説と即時着工説とに分
れて、遂に表向きの訴訟沙汰」（S6.8.12山梨④）となった。
　解散派と速成派の対立が訴訟にまで発展した昭和６年当時に県営森林軌道の動向につき地元紙でも７月14日「三富
林道でも運搬夫が罷業　レールが運べず請負人手を焼く…三富村県営林道三富軌道のレール運送人…はレールの運賃
が安すぎるとて塩山駅から工事場まで…レールは一本も…運ばれず工事は大支障してゐる」（S6.7.14山梨③）、７月27
日「三富林道が既に完成に近く三の橋まで延長されたので、そこからは軌道の馬力によって塩山に林産物を搬出する
ことが出来るので、三富の開発はすばらしいことを期待され、直営工事の活発なる作業を見得るであらう。県では該
事業区施業案の改訂実施につき両三日中に内務、農林両大臣の認可を経る筈」（S6.7.27山梨②）と伝えている。この
時点では三富軌道が「三の橋まで延長…三富の開発は…期待され」ることは公然たる事実であった。県と民間との第
三セクターともいうべき山梨農工銀行頭取をも勤め、当然に県と太いパイプを持つ市川が地元紙が報ずるよりもかな
り以前に「第二期線ガ県庁ニテ軌道速成ノ要アルヲ聞キ…自ラ利アルヲ知リ…会社解散ヲ企テ」（荻原陳情書）たこ
とは経済合理性ある判断とも言える。先行する神金軌道の県令と同様に市川家所有山林の原木等の輸送が敷設中の県
営軌道でも有料便乗として可能になるなら、敢えて三塩鉄道の敷設を自ら推進する必要はないからである。仮に三塩
と県営とが並存する事態35を想定するなら、三塩側が貨物需要として期待していた県有林材木は県営軌道に全面移行
するが故に、三塩側の収支予想は大幅に悪化し、「開業スルモ収支相償ハサル」（「解散決議ノ件」昭和６年３月、鉄文）
ことは間違いなかろう。さらに「市川林業の争議悪化」（塩山，p465）も市川家を消極化させた要因とされている。
　しかし会社解散を「一ツ市川家ノ為ニ幾多地方民ノ零細ナルモ貴重ナル資金ヲ泥土ニ棄ルモノ」（上申書）と見做
す荻原ら速成派の視点からは　「部落民ノ持株ヲ買占メ、数株ヲ暴力団員ニ割譲シ置キ、非違ヲ敢行シテ会社解散ヲ
決議セシメタ」（荻原陳情書）市川社長の言動は「本鉄道ヲ私有物シ擅ニ其私心ヲ逞セントシ…速成派ヲ排撃シ…機
ヲ見テ会社ヲ解散セントスルカ如キ暴状」（上申書）として権勢におごるものと映ったようである。
　市川は地元鉄道企業の存続に常に冷淡であったわけではない。「同社の鉄道線は貨客の運輸甚だ多く…社運の隆盛
を見」（案内，p473）ていた山梨軽便鉄道が富士身延鉄道の延伸に伴い、やむなく移設を余儀なくされ、「昭和四年
に創設してより借財に追ひたてられ経営困難に陥り幾多の問題を巻き起こした山梨電鉄」（S13.3.13東朝山梨版）に対
して、物心両面での支援姿勢を継続してきた。市川家が大株主となり経営の実権を握っていた峡西電力は昭和13年５
月百万円の債権者である安田、興銀両行とともに山梨電気鉄道の更生のための特別目的会社として峡西電気鉄道を共
同設立した。新会社の社長となった野中豊七36は峡西銀行取締役、峡西電力監査役であり、長らく市川家と共同歩調
をとってきた地元資本家である。「安田、興銀、峡西電力の三会社で直接経営…新会社側では開発バスの一部買収ま
で計画し、電鉄更生に邁進」（同東朝）したと評価された37。
　６月27日解散・速成両派は個別に定時株主総会を開き、相手側総会の無効を主張した。解散派の総会では「追而取
締役任期満了ニ付改選ノ結果、市川文蔵、飯田知房、市川治平、市川二郎、市川耕造、早野金蔵、五味松蔵再選重任
ス」38と決議、総会で株主は「荻原…取締役社長タル職名ヲ自称シ株主ヲ惑ハシムルガ如キ事ハ甚ダ遺憾千万」（桜林
「回答」）と発言した。
　７月23日荻原ら「速成派」株主は「市川派を相手取り甲府地方裁判所に総会決議無効の訴訟を提出」（S6.8.12山梨④）
し、同時に「市川派重役の職務行為に関し仮〈処分＝取締役代行者〉の申請をなす」（S6.8.12山梨④）に至った。
　６年７月31日甲府地裁は速成派の仮処分申請人の申請を相当と認め、取締役代行者として、荻原虎一、向山正貴、
広瀬峰太郎（塩山町、小売業、５株）、武藤宝（松里村、小売業、30株）、村田良延（塩山町、５株）の速成派の５名
と市川治平、市川耕造の合計７名を選定した。
　速成派取締役代行者の３名は、「開通セバ塩山町ノ発展期スヘキノミナラス地方民ノ便益多大ニシテ独リ市川家ノ
収利ノミナラスト信ジ奮テ株主トナリタルモノ」（上申書）として、当局に対し荻原と同趣旨の上申書を提出した。
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また村田良延は速成派開催の臨時総会で議長を勤めた。
　仮処分を受けて、これら速成派の取締役代行者が「八月二日には貨物自動車で以て〈市川銀行内三塩〉本店に至り、
会社関係の諸帳簿器具を運搬し去らんとしたが、之は会社の運命を危ふくするものだから、何分代行々為を取消され
たい」（S6.8.12山梨④）と主張、「市川派では森田弁護士を代理人として、一昨〈８月11〉日甲府地方裁判所に仮処分
決定取消し申立並に仮処分の申請」（S6.8.12山梨④）をした。８月11日まで「此の間〈市川・荻原〉両派で数回総会
又は重役会を開き、自派の有利を計ってゐる」（S6.8.12山梨④）とされた。さらに８月19日荻原は陳情書を提出した。
　両派対立を踏まえて山梨県知事は９月９日「林産物及石材ノ価格頓ニ低下シ…資金ノ調達覚束ナキ」（鉄文）もの
と判断した。知事の文章には一切言及ないが、知事として自ら推進している県営軌道において「昭和六年に塩山～広
瀬間の軌道の完成をみた」（三富，p362）という厳然たる事実があったものと考えられる。知事の解散是認を受け、
最終的に昭和７年７月４日鉄道免許が失効した。
Ⅲ．富士軌道の事例
１．富士軌道の概要
　本項では三塩鉄道に続いて、「境界型」の典型例として世界遺産の地を走る富士軌道の公然・非公然の混然一体性
を取り上げる。
　大正３年刊『富士登山の栞』に「人穴に出て身禄角行の墓に展して、白糸…曽我神社に詣し鳥居前に富士軌道の馬
鉄に投じ快走四十分時の後大宮町に着く。これを富士八湖廻と云ふ」（栞，p17）と紹介された観光鉄道たる富士軌
道の位置関係を［図－１］に示した。「大宮町から富士の西麓甲州街道に沿うて軌道が走る」（日帰り，p321）のが
富士軌道で、北山本門寺を経て人穴まで、富士の裾野を馬が一両の客車を牽引する「馬車鉄道」（日帰り，p323）の
姿が描かれている。［写真－２］は富士軌道の軌道車両竣工図届出文書に添付された客車の側面図である。
　地元で「森林軌道の名で親しまれ」（市史，p785）、「一名を森林軌道ともいう」（市史，p784）富士軌道は一つの
企業の路線が①真正鉄道たる軌道（旅客・貨物営業）、②真正鉄道たる軌道（貨物営業のみ）、③虚偽鉄道たる専用軌
道の３形態から構成され、しかも３路線が一体として機能する極めて特異な事例である。もともと木材搬出を当初の
目的とした富士軌道は森林鉄道的性格が顕著で、以下にみるように虚偽鉄道→真正鉄道→虚偽鉄道という相互の間の
柔軟で融通無碍な転換可能性を示す好例と考えられる。
　富士馬車鉄道の終点大宮町から駿州中道往還上に敷設した富士軌道は静岡県下の最初の馬車鉄道たる富士馬車鉄道
の延長線的な位置付けでもあったためか、地元の出版物39でさえ富士馬車鉄道と混同されるなど、いわば日陰の存在
である。
　富士軌道はある程度の研究蓄積40があるにも関わらず、開業・延長・廃業等の基幹事項にさえも諸説あり、地元の
［図－１］　富士軌道の案内図（大正末期）
跡見学園女子大学　観光コミュニティ学部紀要　第２号
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遠藤秀男氏は「正しいことが知られていない」41とし、地元の富士急行の社史も「昭和初期の富士軌道の状態はつま
びらかでない」（山麓史，p387）とするなど、実情が杳として判明しない謎の多い私鉄の一つである。試みに金尾種
次郎『関東遊覧その日帰里』金尾文淵堂、大正15年に掲載の地図で富士軌道の路線を見ると、巻頭の「関東遊覧交通
図」では大宮～根原間、挿入図の「富士裾野と五湖図」（日帰り，p320）では大宮～上井出間、挿入図の「身延線図」
（日帰り，p323）では大宮～人穴間と三図とも終点が異なっており、当時の旅行者も一体どこまで行けるのか混乱し
たことであろう。昭和14年には全線廃止されたはずなのに、昭和21年「富士山」５万分の１地図にはなお記載され続
けているという謎42も残る。
２．富士軌道の沿革
　富士山の「裾野の林産物をすみやかに運び下す」（遠藤，p185）目的のいわば森林鉄道として明治40年11月29日大
宮町～富士郡上井出村間19哩45鎖特許、41年６月１日大宮町大宮字連雀に資本金10万円で設立された。42年11月25日
大宮町～上井出村間すなわち「大宮町から発して、万野、北山を通って上井出に至」（遠藤，p184）る７哩39鎖を開
業した43。
　特許を得た正規の軌道とはいえ、当初は木材運搬用の「貨物運輸業ノミニ限」44るトロッコ同然の簡易な軌道にす
ぎなかった。大宮農学校の学生の通学負担軽減など「多数ノ有志者ヨリ地方発展ノ為メ客車運転ヲ切望セラレ…旅客
輸送業併テ経営仕度」45計画変更を申請し、「地方発展策トシテモ客車ノ運転ハ必要」46との判断で明治43年１月大宮町
～上井出村間の旅客営業許可を受けた。
　旅客営業開始から日も浅い明治43年７月の朝日新聞は上井出村人穴区にある富士の人穴など「富士軌道会社の便を
籍りて往復三時間にして白糸の滝始め此等の古蹟を探り、遠き鎌倉時代の昔を偲ぶも面白からう」（M43.7.22東朝⑤）
と、富士軌道が恰も富士登山客のための遊覧鉄道かの如く報じた。富士軌道沿線の「裾野一帯は頼朝時代の古蹟…が
ある。又白糸の滝、不二の人穴等の名所もある」（M43.7.22東朝⑤）うえに、地元の「大宮町にては本年富士駅…に
接待所を設けて旅客の便宜を計り」（M43.7.22東朝⑤）始めた。「大宮町には浅間神社の社前に旅舎多く、此処に登山
を整ふべし」（案内，p459）とされた大宮口の観光振興策の一環として富士「軌道会社は今年から荷物の回送を取扱
ひ大宮口より登って他の登山口に降りる旅客の回送をやるから至極便利」（M43.7.22東朝⑤）と好評であった。大正
２年発行の史蹟案内記には「鉄道馬車あり。此地より大宮に通じ、大宮より更に井出に通ずと云ふ。円太郎式なりと
雖も、伊豆及箱根旧道の駕籠に優ること万々」47、「二月十四日、大宮より軌道会社の鉄道馬車に乗じて井出に向ふ。
一条の道は岳麓の林野を縫うて通ず。北に折れ、南に曲りて、迂回し、又迂回す。富岳乍ちにして右に現はれ、乍ち
にして左に移る。其位置転々として定まらず。…坂路一曲は一曲より上る。馬の駛すること、牛の歩むより鈍し。…
大宮より井出に至る三里あまり、三時間を費やして漸やくに達す。…鉄道馬車の終点を富士郡上井出村とす。…馬車
［写真－２］　富士軌道の客車側面図（昭和12年７月、鉄道省文書）
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を下りて右し、上井出の本村を登り行くこと凡そ七里ばかり」48と、曾我兄弟の史蹟・故地を訪ね、富士馬車鉄道と
富士軌道とに乗車した遊覧客の紀行文を紹介している。また天然紀念物の「駒止桜」も「東海道本線富士駅ヨリ身延
鉄道ニヨリ大宮ニテ下車シソレヨリ上井出デ下馬、桜所在地マデ約三里、軌道馬車ノ便アリ」49と報告され、「富士軌
道の上井出終点に近き白糸村狩宿に、源右幕下が当年の仮屋の址がある。井出伝吾という人の門前にある老木の桜を、
駒留桜という」50と史跡「井出の仮屋」も存在するなど、富士軌道沿線には名所旧跡も多く存在し、「身延詣での、富
士登山者、あるいは白糸の滝への観光客、大石寺への参拝、さらには人穴への富士講信者の来訪など…さまざまな面
で利用活用」（市史，p804）された。原始株主の中に「北山村北山にあり」久遠寺らとともに「富士五山の一」51に数
えられた名刹・本門宗本門寺＝「北山本門寺」２株（市史，p792）の寺名が見出だせる。富士軌道の停車場として
蒲沢と堀窪（北山）の間に「本門寺前」（市史，p788）が設置されたのも同寺が富士軌道による参拝客を期待して出
資したことの直接的な効果と見られる。
　明治45年１月20日現在、富士軌道は資本金10万円、富士郡大宮町～富士郡上井出村間７哩40鎖、動力馬力・人力、
軌間２呎６吋、軌條丁型12封度の開業線と、富士郡上井出村上井出～上井出村根原間11哩79鎖、動力馬力・人力、軌
間２呎６吋、軌條丁型12封度の未開業線、車両は客車…、貨車50両を有していた52。
　大正２年５月現在上井出～根原間７哩12鎖未開業、馬匹、軌間２呎６吋、軌條12封度53
　こうした旅客化を推進してきた富士軌道の明治45年１月までの執行部は支配人千賀邦太郎と「其部下に属する事務
員一同」（M45.1.9東朝④）であったが、「株主総会に於て…執務につき非難多かりし結果…総辞職をなした」（M45.1.9
東朝④）結果、「岩崎信吉54氏を常務取締役となし一切の事務を扱はしめ」（M45.1.9東朝④）た。大宮銀行監査役を長
年勤めた岩崎の常務就任の背景には債権者としての大宮銀行の存在があったものと推定される。
　大宮銀行は明治16年３月28日大宮町大宮に設立され、明治40年時点で資本金10万円（払込済）、積立金1,050円、配
当前期４％（日韓下，p31）、大正５年６月期の資本金５万円（払込済）、積立金8,000円、配当６～８％、「諸預リ金」
191,149円、「貸付並割引手形」184,783円、頭取深沢七郎平55、取締役寺田彦太郎56、三宅三郎57、監査役岩崎信吉、深
沢米太郎、支配人深沢一造58、株主数104名、４位以下の101名が621株（＠6.1株）保有していた。（帝 T5，p6）役員
５名中２名（岩崎信吉、深沢米太郎）が富士軌道の常務取締役、監査役を兼ねるという緊密な人的関係が存在してい
た。
　明治45年１月あるいは大正元年８月22日「木材搬出専用のトロッコ（馬引貨車）」（市史，p803）で上井出から上
井出村人穴字木嵐463番地ノ１（「命令書」）間４哩65鎖を開業59、大宮町～人穴間11哩52鎖60を運行した。
　遠藤秀男氏によれば、「第二期線は明治四十五年一月に竣工したものの検査で不合格となり、手なおしをして大正
［表－２］　富士軌道の役員一覧（明治40年設立時）
社長 堀内半三郎 富士郡吉原町、原始株主、静岡県多額納税者、2,293.03円（日韓上，p58）、茶業、明治39年富士電気発
起人（市史，p705）、興業銀行頭取、吉原銀行取締役、富士電気社長（日韓上，p30～32）、原田製紙社長
（日韓上，p55）、会社員、正味身代未詳、商内高未詳、取引先の信用の程度「普通」、大正元年所得税
額2,668円（『商工信用録』大正３年，p5）、石炭・会社員（『帝国信用録』大正14年，p5）、富士電灯社長、
原田製紙社長、土地、株券の財産は60万円、「県下の多額納税者にして目下貴族院議員たり興業銀行、
富士軌道、吉原銀行、富士水電等県下の諸会社の重役を兼ね地方実業界に重を為す齢六十五」（時事新報）
取締役 石川省吾 富士・岩本、原始株主、井出卯之吉とともに原始発起人（市史，p790）
大橋谷吉 元吉原村鈴川、発起人、技術者、富士製紙別荘村の住人
岩崎信吉 上井出　注54参照
松永正名 富士平垣／加島村　原始株主
監査役 井出卯之吉 鷹岡村久沢　原始発起人（市史，p790）、製材・製板・諸建築の富士製材所主（栞）
色川誠一 安東村大岩
大井郡太郎 ／北山村、原始株主、富士馬車鉄道株主（市史，p791）
支配人 千賀邦太郎 大宮町
［資料］　「富士軌道株式台帳　甲・乙」（『富士宮市史』，p792～３所収
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元年八月に運転開始」（遠藤，p185）とある。第二期線の「軌道線路ハ、急勾配ノ箇所多キニヨリ…危険ノ恐レモ有之」
（市史，p800）とされた森林軌道並の低規格で、いわば虚偽鉄道であった富士軌道は真正鉄道としての基準を十分に
は満たしていなかったことになろう。
　従前の富士馬車鉄道に代わり富士身延鉄道の大宮～芝川間開通に伴う大正３年７月改正「富士軌道株式会社客車時
間表」61によれば、「上井出」停留場を午前５時40分発の上り（実際は山を下る）の始発の「一」列車は１時間半後の
午前７時10分「大宮」停留場に到着、「大宮」停留場を午前６時00分発の下り（実際は山を上る）の始発列車は２時
間半後の午前８時30分「上井出」停留場に到着する。上り、下りの所要時間の１時間差こそ馬が当該路線の急な勾配
を喘ぎ喘ぎ登る苦闘ぶりを如実に物語っている。下りの最終「六」列車は「大宮」午後５時50分発、「上井出」午後
８時20分着、上りの終列車は「上井出」午後６時14分発、「大宮」午後７時44分着であった。始発から最終まで六往
復もあり、試みに当時の時刻表62で照合すると、毎列車ほぼ富士身延鉄道大宮町～富士間列車（一日８往復）に接続
可能なダイヤ設定となっている。大正３年の栞は「富士軌道会社は富士身延鉄道の連絡線である。富士登山客にして
岳麓の名所古跡をとひ富士八湖を廻り身禄角行の行跡を探究せんとするものは是非この馬鉄によらなくてはならぬ」
（栞，p32）と推奨している。
　富士身延鉄道開通直後の大正５年当時の資本金6.4万円、建設費54,284.7円、開業２哩38鎖、軌間２呎０吋、人力・
馬力、軌重12封度、機関車数３両、客車数20両、役員数８、職員数４で、配当率は６％（うち特別配当率４％）と順
調であった63。
　大正８年11月野上豊一郎の日記には「三時半に上井出を発する鉄道馬車に乗って、四時四十分頃大宮町についた。
蒸し暑い小さい車台の中でかんかん照りつける西日を受けながら…」64と富士軌道の乗車が記されいる。『日本案内』
は「大石寺…明治四十三年日蓮正宗の総本山となれり…大宮町より鉄道馬車の便あり」（案内，p462）、「富士身延鉄
道の沿線」の項で「大宮町駅…富士人穴、頼朝狩場跡、白糸瀑（馬車軌道の便なり）」（案内，p460）と記載し、『全
国鉄道旅行案内』も富士身延鉄道「大宮町駅　富士裾野人穴駅に至る富士軌道あり」65としており、多分に人穴まで
観光客が乗車できた印象を与えている。しかし公式統計を駆使した和久田康雄氏の『私鉄史研究資料』によれば「統
計になし（上井手～人穴間は貨物線）」66となっている。
　大正15年７月31日富士身延鉄道の市内路線譲受を許可された。昭和期の案内書になると「入山瀬・大宮間は富士身
延鉄道又は自動車を利用し得へく、大宮からは上井山村まで一二・二七哩間は富士軌道会社の鉄道馬車の便がある外
自動車も通する。富士軌道は更に人穴迄も布設されてあるが、主として木材搬出に供せらる。又自動車の如き現今上
井出以北は不通である」67となっている。これは沿線に大宮上井出線という「併行セル府県道ハ数年前改築成リ、乗
合自動車並貨物自動車ノ利用ハ日ニ頻繁ヲ極メ」（副申）、とりわけ大正13年大宮～上井出間を15人乗り（市史，
p786）の「石川自動車ノ定期運転ノ結果乗客ハ殆ント奪ハレ…貨物自動車ノ発達著シク貨物モ激減」68した結果、「富
士山麓ノ御料林払下運搬ヲ主要目的」（副申）として事実上「軌道唯一ノ顧客タル材木商」（真相、第五節）相手の貨
物専業に大きく性格が変貌することとなった。
Ⅳ．富士軌道と大宮製材との関係
１．富士軌道第三期線
　富士軌道の３路線中で収益性があり、「之レガ存置方、帝室林野局ハ勿論関係材木業者及地方有志ノ希望する所」
（副申）とされた「最も重要なる大平、人穴間が専用軌道区間」（真相、附）であった。実は富士軌道の上井出～人穴
間の間遠ヶ原は「工事認可申請ヲ為サザルタメ」大正６年12月26日軌道特許が失効した。「軌道特許失効　大正四年
九月二十三日富士軌道株式会社ニ対シ静岡県富士郡上井出村上井出、同村人穴間軌道敷設特許状ヲ下付セシニ指定ノ
期限内ニ工事施行認可申請ヲ為ササルタメ右特許ハ其ノ効力ヲ失ヘリ」（官報掲載案、鉄文）
　遠藤氏によれば、人穴～根原間の「第三期線の県境までの工事は、土地買収がうまくいかず、不況のためもあって
断念」（遠藤，p185）とある。大正期に第三期線コースの現地を徒歩で踏破した紀行作家・谷口梨花によれば、「人
穴は仁田の四郎が探検した所で、富士行者の霊場である。此処から上井出はもう近い」「根原から人穴までは石の多
い原道」（汽車，p321）で「本栖にも根原にも宿と云ふ宿は無い、甲州街道を往来する馬士宿ばかり」（汽車，p319）
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で悪夢の一夜を過ごしたというから、樵径にすぎない人穴～根原間の三里ヶ原は「人家は勿論樹木も無く…牧場が少
し許あるのみ」69という尋常ではない鉄道ルートということが理解できよう。
　鉄道企業のことを最も情報を把握しているはずの監督官庁と思われがちな鉄道省においてさえ、実は廃止される間
際になって、地元木材業者などから軌條撤去への抗議文書が舞い込んで、文面の「大宮町駅ヨリ富士御料林迄ノ間（二
九粁五）ニ軌條ヲ敷設」に事務官が「免許ハ18.6k ナリ」（S13.4.10特秘）と注記するなど、初めて富士軌道に③の「専
用軌道区間モ軌道ノ如ク運輸営業ヲ私カニ営ミ居リシ」（真相、第一節）軌道法に抵触するような秘密が存在してい
た事実を認識したほど、徹底的な虚偽鉄道であった。
　鉄道省だけでなく、主要荷主たる帝室林野局沼津出張所においてさえ、富士軌道「全線ヲ軌道法ニ依ル軌道ト誤認」
（沼津出張所談、真相、附）していた。これに対して軌道の主管官庁である内務省では「如上区間ノ違法ナル運輸営
業ニ関シテハ存知シ居リタルモノ」（真相、附）ながら、鉄道省とは異なり静岡「県ヨリ内務省ニ対シ専用軌道区間
ノ法規的取扱ニ関シ照会シタ」（真相、附）際も事実上黙認の態度をとったものに相違ないと、県から照会もされず
邪険にされた鉄道省側では邪推している。鉄道監督当局にとっては特許失効により、富士軌道は第一期線のみの上井
出止まりの旅客用軌道に落ち着いたものと長らく錯覚していたが、あにはからんや、富士軌道は以下の陰謀術策を駆
使して、御料林の原木伐採現場までの非公然鉄路を確保し、第一期線～第三期線を直通する一貫運伐ルートを確立し
得ていたのであった70。
①第二期線たる上井手～人穴間貨物線を敷設すること
②第三期線たる人穴～根原間の専用軌道線を人的に支配する別働隊・大宮製材に敷設費用相当額を融資し、当該軌
道買収仮契約を結びつつ乗り入れ・使用するなど実質的に富士軌道の延長線として敷設すること
　古い地図でも貨物駅人穴からさらに山梨県側の標高1200m 辺りまで軌道が森林地帯を進んでいたとされ71、「富士
宮林用馬車軌道」72という名付けられた別の軌道が大宮～本門寺～白糸～広見間を運行していたように描かれている
後年編集の地図も存在する。さらに大宮町で長年遠藤製材所を経営してきた材木商の遠藤金八73らの昭和13年当時の
理解によれば富士軌道会社は「大宮町駅ヲ起点トシテ富士郡上井出村ヲ経テ富士山御料林ヲ横断シテ山梨県西八代郡
上九一色村ニ至ル延長二十余哩ノ軌道ヲ有シ…専ラ御料林払下材其他薪炭材篠竹及地方民植栽等ニ係ル一般運輸ヲ業
トスル会社ニ有之…関東震火災ノ当時…富士山御料林十万石…材木ハ富士軌道会社ニ搬出御下命、コレヲ大宮町遠藤
製材所外数ケ工場ニ造材セシメ罹災地ヘ急送シタ…重ネ重ネ光栄アル歴史ヲ有スル会社」74と断言している。
　地元大宮町を含む現『富士宮市史』は富士軌道の前半史を詳細に記述する優れた自治体史であるが、静岡県内務部
からの「軌道線路ノ短縮ヲ出願」（市史，p803）するようにとの勧告に従って、富士軌道会「社は根原までの軌道布
設を断念」（市史，p803）し、「最終的に人穴～根原間が完成しなかった」（市史，p790）ものと解し、結果的に「虚
偽鉄道」の存在そのものを見逃している。
２．大宮製材の専用軌道
　しかし葛飾区郷土と天文の博物館の図録『帝釈人車鉄道』は富士軌道が富士登山にも利用されたことに言及した上
で、「上井出で富士御料村〈林の誤植〉の作業軌道と接続」75していたと注目すべき指摘を行なっている。さらに市史
より前、昭和52年８月に刊行された『富士山麓史』の執筆者・青木栄一氏ら76は鉄道省文書を閲覧した上で、「この他、
人穴～大平間（10.9キロ）に専用軌道があったが、これは大宮製材という製材業者の所有であったものを譲り受けた
もので大正10年頃の建設であった」（山麓史，p387）と、専用鉄道の軌道版ともいうべき「専用軌道」（新設された
軌道敷という意味での一般的な用語法ではない）という法律用語を使用して最も具体的かつ正確に記述している。
　専用軌道の設置主体たる大宮製材は恐らく「製材業が急速に発展をみた」例としての「大宮製材所（大正七年）」（市
史，p763）と同一法人と考えられる。すなわち大正７年３月大宮町151に資本金10万円、2,000株、払込2.5万円の株式
会社として設立され、役員は［表－３］の通り、富士軌道とほぼ共通であった。取締役の成田武次郎は大宮口の振興
という「雄大なる理想を以て組織された」（栞，p5）富士表山休泊営業合資会社の創設者であり、同社が富士軌道と
連携して大宮町の林業振興を意図していたことをうかがわせる。
　大正12年11月末の大宮製材の製材工場設備は電気動力、35馬力、丸鋸２台、自動鋸１台、堅鋸１台、現業員数15、
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１カ年資材消費高6,000石77の規模であった。近隣の同業者と比較すると野田製材所（大正10年11月富士川町に創立）
が50馬力、現業員数20、１カ年資材消費高15,000石、富士林業（大正８年10月上井出村に創立）が30馬力、現業員数
12、１カ年資材消費高6,000石の規模であった78。
　大宮製材と富士軌道とは「資本的ニハ姉妹関係ナキモ重役間ニ於テ相互密接ナ関係ヲ有シ」（知事回答）ており、
いわば特別目的を付与された「別働隊」であった。投資規模の巨額さゆえに監査役の江川誠平など、富士軌道「株主
間ニ異議ヲ唱フルモノアリ」（照会）とされたため、思うように意図した専用軌道の譲渡が進まなかった可能性もあ
ろう。
　『富士山麓史』記述の典拠となったと考えられる昭和13年４月の鉄道省監督局の属による現地調査報告書では大宮
製材「専用軌道ハ大正十年八月許可セラレ、大宮製材株式会社ニ属シタル処、同社ハ富士軌道ニ六万円ノ負債アリテ
弁済不能ノタメ、其ノ代償トシテ右専用軌道ヲ提供シ、仝時ニ解散セルモノ」（真相）と解している。こうした②の
事実は鉄道省監督局でも初耳だったようで、昭和13年６月知事に対して「大宮製材株式会社解散并ニ申請者ノ専用軌
道譲受及経営等ノ事情并ニ之ニ対スル知事ノ採リタル態度ノ顛末ヲ詳細報告相成度」79と不信感を露に詰問した。
　鉄道省宛の知事の長文の回答を整理し発生事象を時系列に並べ換えると顛末は以下①～⑦の通りである。
①富士軌道が東京電灯の系統に移行する前から大宮製材と富士軌道とは「資本的ニハ姉妹関係ナキモ重役間ニ於テ
相互密接ナ関係ヲ有シ、大正九年頃富士軌道…ハ右専用軌道ノ価格ヲ約七万円トシ外ニ権利金二万円乃至五万円
ヲ以テ買収ノ仮契約ヲ結ヒ…五万円ト一万円ノ二回ニ…内金ヲ支払」
②「大正十年八月十五日及大正十三年六月六日〈静岡〉県土木工事取締規則ニ依リ木材運搬専用軌道トシテ許可シ
タルモノニシテ、軌道工作物撤廃ニ関シテハ何等ノ条件的規定ナク、又許可条件ニ於テモ…条件ヲ付セス」
③富士軌道「株主間ニ異議ヲ唱フルモノアリテ、遂ニ専用軌道譲渡ノ手続ヲ実行スルニ至ラサルモ、該軌道ハ実質
上富士軌道会社ニ於テ使用シツツアル状態」
④上記①～③の事実、すなわち専用軌道が「富士軌道…ノ実権ニ移リタルモ表面化セサリシヲ以テ〈静岡〉県トシ
テ知ル由モナカリシ」
⑤大宮製材社長80「佐野〈鍬太郎〉氏と貸借関係ニアリタル債権者富士郡柚野村稲子ノ某氏カ昭和三年七月同社所
有ノ専用軌道ノ競売ヲ申請シタル結果、右軌道ハ庵原郡富士川町野田某81ニ競落シタル為、富士軌道…ハ直ニ人
ヲ介シ野田某ヨリ金四千円ヲ以テ右軌道ヲ買収82シタ」
⑥富士軌道が専用軌道「競落人タル野田某ヨリ転買シタルヲ〈静岡県が〉仄聞セシヲ以テ、之カ法規上ノ手続ヲ為
［表－３］　大宮製材の役員一覧（大正７年）
取締役 堀内省吾 吉原町、堀内半三郎の近親者（『帝国信用録』大正14年，p5）、「13年前開業」の石炭、正味身代未詳、
商内高7.5～10万円、取引先の信用の程度「普通」、大正元年所得税…円（『商工信用録』大正３年，p11）
東海製紙社長、岳南製紙、富士蚕業、金輪製糸各取締役（要 T11役上，p99）、富士軌道取締役、佐野
熊次郎　吉原町、明治39年富士電気発起人（市史，p705）、紙ナプキン製造、富士鉄道監査役、富士電
気取締役（日韓上，p31～32）、原田製紙監査役（日韓上，p55）、「22年前開業」の洋物、正味身代２～3.5
万円、商内高3.5～５万円、取引先の信用の程度「普通」、大正元年所得税115円（『商工信用録』大正３年，
p58）、会社員、原田製紙役員（『帝国信用録』大正14年，p25）
松永正名 加島村、富士軌道取締役、会社員、正味身代20～25万円、商内高未詳、取引先の信用の程度「普通」（『商
工信用録』大正３年，p47）
深沢米太郎 袖野村、富士軌道、大宮銀行各監査役
成田武次郎 小泉村、５原始株主、明治39年富士電気発起人（市史，p705）、大宮町、旅人宿、営業税11.24円、富士
電気取締役（日韓上，p32～33）、富士軌道135株以上所有（営年，p514）、富士郡会議長
監査役 渡辺真幸 吉永村、富士軌道監査役
佐野鍬太郎 注83参照
勝呂松三 富士川町／勝呂平右衛門は請負業他（日韓上，p33）
支配人 松村源作 ［白糸村］
［資料］　『帝国銀行会社要録』大正７年，p31
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サシムルヘク〈富士軌道〉会社ニ慫慂シタルモ其運ニ至ラスシテ今日ニ至リタルモノ」
⑦前回の大宮製材が解散した旨の報告を訂正し、「昭和七年四月大宮町大火ノ厄ニ遭ヒ類焼シ建物一切烏有ニ帰シ、
社長佐野鍬太郎83氏ハ病気ノ為起ツ能ハザル状態」84というものであった。
　昭和13年８月10日県から回答を受けた鉄道省では「本回答ハ〈所管外の〉専用軌道ニ対スルモノナルヲ以テ、〈所
管の〉内務省ノ意見ヲ俟チ処理致度」85とメモした上、内務省と打合を実施した上で「九月三十日内務省土木局打合済」
のスタンプを押している。①～⑦に対する筆者のコメントは以下の通り。
　①の「重役間ニ於テ相互密接ナ関係」に関しては、確かに大宮銀行監査役の深沢米太郎86は富士軌道監査役のほか、
大宮製材の役員等も兼ねていたから、両社共通の取引銀行と思しき地元大宮銀行の了解のもとに、大宮製材所有の専
用軌道という主要資産を何らかの目的で富士軌道が買収したものと考えられる。
　③の富士軌道「株主間ニ異議」に関しては、確かに富士軌道の大正14年２月８日開催の定時株主総会の席上、弁護
士でもある江川誠平87監査役は「二、三ノ大宮製材株式会社及岳麓田子社ニ対スル件ニ付テハ取締役ノ責任ヲ留保」88
する旨発言しており、議事録を入手した県、内務省、鉄道省とも大宮製材との何らかの紛議の可能性を知り得る立場
にあった。なお監査役指摘の「岳麓田子社」と、知事回答の「柚木村稲子ノ某氏」「富士川町野田某」との関係の有
無は未詳である。
　⑤の「金四千円ヲ以テ右軌道ヲ買収シタ」に関しても富士軌道の B／ S には昭和２年５月期から「出資金勘定」
としてほぼ同額の5,000円が登場している。同じ昭和２年５月期の P／ L に「運送部営業権」勘定4,500円が収益とし
て計上されている。両勘定に関連があると仮定すれば、富士軌道の「運送部営業権」なる無形財産を大宮製材あたり
に4,500円で売却する形で、当該大宮製材に現物出資した可能性もあろう。直後の昭和４年６月26日開催の定時株主
総会で会社の目的を「軌道ヲ布設シ貨物及旅客ノ運輸又ハ付帯事業ヲ営ム」（商業登記簿、鉄文）に変更し、何らか
の「付帯事業ヲ営ム」体制を整え、また昭和10年６月29日開催の定時株主総会でも会社の目的の但書を「但業務ノ状
況ニ従ヒ他会社ニ出資又ハ自動車ニ依ル運輸ヲナスコトヲ得」（商業登記簿、鉄文）に変更するなど、大宮製材など「他
会社ニ出資」できる体制を整えた。
　⑦の「大宮町大火」に関して大宮町「瑞穂区は、昭和初期まで軌道馬車の発着地で、馬子屋御者詰所や旅館等も数
軒あり、たいそう賑わった。…昭和七年の大宮町大火の際も焼失を免がれている」89との情報もある。
３．富士軌道を買占めた伊藤信司の正体
　『富士宮市史』は富士軌道「会社の株券が昭和四年に伊藤信司によって買占められ」（市史，p805）たと解するが、
東電所有「富士軌道株式三、三四〇株ハ三六、〇〇〇円ヲ以テ伊藤商店ニ譲渡」（真相、第二節）されたのは当事者
によれば「軌道業トシテノ売買交渉ニ非ズシテ、実質ハ古鉄ノ売買交渉」（真相、第二節）であった。昭和12年12月
富士軌道社長に就任した伊藤信司は「東電ニ出入スル」（真相、第二節）「屑鉄商」（真相、第二節）伊藤商店代表であっ
た。伊藤商店番頭・本多取締役は陳情に来た貨車夫らに「我々ハ軌道会社ヲ買収シタノデナク、レールヲ買ッタノデ
アル。買フニ付テハ東電ヨリ軌道会社ノレールヲ買ハナイカトノ話ニ商売上…売買契約ヲナシタリ」（S13.2.20特秘）
と本音を漏らし、「而モ其ノ際…会社ノ解散ハ問題デナク、故ニレール引揚ゲハ差支ナイ…今ハスピード時代デ貨車
ニ積ンデ運搬スル時代デナイ。県道ノ端マデ六哩半存置スレバソレ以南ハ撤廃シテモ差支ナイ」（S13.2.20特秘）と東
電の重役渡辺三郎から聞いたと述べている。
　屑鉄商の伊藤は「元来…軌道関係法規ニ暗カリシタメ」（伊藤商店談）、「所要ノ営業廃止手続未了」（真相、参考）
のまま、昭和13年３月18日富士軌道総会で「会社解散ノ決議ヲ為シ、目下軌條ヲ撤去シツツアリ」（真相、第二節）と、
［写真－３］の軌條撤去中の富士軌道の現況写真が４月１日大宮町の告発者から鉄道省への抗議の投書に添付された。
　『東京朝日新聞』は「突如解散を決議／いよいよレールを売る／富士軌道会社の株主総会　大宮町富士軌道株式会
社は過般の解散決議の株主総会は一と先づ流会の形式をとって、木材業者と富士山麓の木材搬出問題につき折衝を行
つてゐたが、会社側は搬出に期限を付することは出来ぬと主張し、木材業者は一定期限を要求して折合つかず、会社
側は断然解散してレールを古鉄材として売却することになり、二十八日突如株主総会を開いて解散を決議した」90と
報じている。
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　富士軌道は公式には昭和14年３月９日大宮～人穴／大宮町地内を廃止許可され、年３月14日大宮～上井出間を全廃
したことになっている。和久田氏は「統計の1938年度は報告未着」91と注記しており、『富士山麓史』も「実際には経
営不振で運転は有名無実となり、監督当局の認可を受けることなく、勝手に線路を撤去92してしまった」（山麓，
p388）ものと推測している。
４．富士軌道の運輸組織
　「富士軌道ノ運搬作業ハ…請負制度」（真相、参考）であり、「富士軌道ハ動力馬力、運搬方ハ馬車人夫ガ請負ヒ居
ル制度ニシテ、彼等ハ百姓仕事ノ傍、運搬ニ従事スルモノニ付搬出期限ヲ付スルコトハ困難」（真相、参考）で、「天
候ガ搬出作業ニ影響スル虞大…一ヶ月中搬出可能ナルハ二十日弱ニ過ギズ」（真相、参考）とされた。貨車夫は会社
側との団交の場で「本業務に従業中幾多尊キ人命ヲ犠牲ニ、将又貨車夫トシテ唯一ノ財産タリ資本タル馬匹ヲ失ヒタ
ル事タルヤ、全ク身命ヲ賭シテ今日ニ及ビタル」（S13.12.12特秘）貢献に見合う手当支給のほか、「北部六哩半以南ノ
レール引揚後ノ土地売却ノ節ハ是又多年ノ縁故アル我々従業員ニ於テ必要ノ部分ハ特売ニテ御売払ヒ賜リ度」
（S13.12.12特秘）と陳情した。
　「請負制度ニシテ一時ニ多量ノ出貨ヲ為サントセバ、馬車人夫ニ対スル賃金ノ増額、又ハ馬車人夫常雇ノ制度ニ改
編セザル可ラズ」（真相、第五節）、「軌道ハ搬出ガ請負制度ナルタメ運賃ハ比較的高率（一瓲一粁一三銭）トナル」（真
相、第四節）ことから、鉄道省は存否の結論として「十三万円ノ建設費ヲ要スル軌道ヲ存置スルコトハ興業費的ニ不
合理デアリ、設備関係ヨリスルモ、二呎ゲージ、十二封度レール、動力ハ馬力ナル有様ニテハトラックニ勝ルトモ覚
エザルナリ」（真相、第五節）として「富士軌道ノ営業廃止ハ…当然ノ結果ナリ」（真相、第五節）と判断した。
　大宮町等の木材業者が富士軌道存続の根拠とした「富士山麓の木材搬出問題」と関連するものに、昭和７年の台風
による宝永山付近の御料林風倒木の搬出問題がある。昭和９年10月以降に順次風倒木の大量払下げを受けた富士製紙
富士工場は富士表登山道一合目に「半恒久的な蓄積土場ならびに卜ラック積付け土場を設置し、これより、右約十キ
ロ浅黄塚（宝永山左下部地点）と、左約八キロ十番官林（上井出村上部地点）まで山林軌道を敷設した。…伐出事業
の請負方法は部分的請負とし、伐採から軌道積み込み、土場巻き立てまでの作業請負を数組の請負人に、また軌道な
らびに工場までのトラック運搬作業の請負は石井組に、それぞれ決められ…昭和十八年成功裡に終結をみた」93とい
う長期間に及ぶ山林伐出事業であった。この事業のため富士製紙は広く樺太から森林作業の熟練請負人を招聘し、北
海道から専用馬を購入したが、富士製紙の傍系会社だった富士水電の傘下にあった身内同然の富士軌道やその周辺の
貨車夫にも何がしかのお声がかかっても不思議ではあるまい。富士製紙が新たに敷設した山林軌道の軌條・枕木類、
軌道の運搬作業員や馬匹、あるいは上井出村に達した山林軌道の敷地等にほぼ同時期に廃止された富士軌道の物的・
［写真－３］　軌條撤去中の富士軌道の告発写真（昭和13年４月、鉄道省鉄文書）
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人的資源が再活用されたのかどうかの諸点に関しては十分解明できず、今後の検討課題としておきたい。
Ⅴ．むすびにかえて
　富士軌道、三塩鉄道に本誌前号掲載の前稿の奥秩父の軌道群を加えた３事例を総括すれば、地域社会と大地主・電
力資本等（関東水電、東京電灯、峡西電力94ら）、山林大地主（国、帝国大学、帝室林野局、山梨県山林部、大地主・
市川文蔵ら）らと「虚偽鉄道」（奥秩運輸組合軌道、大宮製材軌道、山梨県営三塩軌道）、「真正鉄道」（関東水電専用
鉄道、富士軌道、三塩鉄道）の相互関係の問題に帰着する。さらに軌道の主管官庁・内務省、鉄道の監督官庁・鉄道
省、専用軌道を監督する府県（埼玉県、静岡県、山梨県）の官庁間の上下・拮抗関係および係争関係（訴訟、官庁へ
の陳情95、金融機関96、反社会勢力の介入など）が複雑に絡んでいる。
　以上の複雑怪奇な諸関係を観光社会学の視点から解析する必要がある。ここでは富士軌道の末期の興亡に深く関
わった主要な利害関係者である７者の立場、富士軌道との利害等について考察を加えておく。
①帝室林野局（ベースカーゴたる原木の払下げ主体）
　富士軌道は「富士山麓ノ御料林払下運搬ヲ主要目的」（副申）としており、大宮製材の専用軌道も「富士御料林の
作業軌道」かと誤認する論者もいるほど、御料林とは密接不可分な関係にあった。また富士軌道第二期線の「用地買
収が困難である最大理由は大半が御料林であるため、帝室林野管理局への手続きが実に大変」（市史，p802）とされた。
したがって帝室林野局としては富士軌道ないし別働隊・大宮製材に人穴以北の軌道用地の大半を売却（ないし賃貸）
した旧地主であり、運搬する払下木材の大本たる荷主側の総元締めというべき立場にあるため、大宮製材軌道の「之
レガ存置方、帝室林野局ハ勿論関係材木業者及地方有志ノ希望する所」（副申）であるのは当然であった。昭和13年
の富士軌道会社の解散決議に際し帝室林野局は「林道実現迄〈富士軌道の〉専用軌道ノ存置ヲ希望」97していた。し
かし帝室「林野局ニ於テハ〈富士軌道〉軌道全線ヲ軌道法ニ依ル軌道ト誤認シ居リ、随ッテ其営業廃止ハ自由98ニ（官
庁方面ノ諒解ナクシテ）可能ナル理ナシト楽観」（沼津出張所談、真相、附）していたという。
②地元材木商との関係（主たる荷主）
　明治・大正期には存在した相応の旅客収入が競合バス路線にうばわれてほとんど枯渇した末期の富士軌道にとって
「軌道唯一ノ顧客タル材木商」（真相、第五節）が命綱である。「地元材木商ハ軌道廃止ニ因リ或ル程度ノ不便ヲ蒙ル
ハ事実ナレハ、最初ハ軌道ノ永久的存置方ヲ画策シ、自己ノ方ニ軌道ヲ譲受クベク交渉ヲ進メ、一方ニ於テ地方民反
対ノ要望ヲ翳ス等シテ運動ヲ試ミ」（真相、第五節）た。「主トシテ専用軌道ニ関スル分存置方ニ関シ材木業者及地方
有志ノ希望スル所アリ」（知事副申）、富士軌道側でも一時期は「専用軌道区間（大平、上井出間）丈ヲ存続」（真相、
第五節）する意向で、「今後五ケ年間ヲ限リ存続セシメ、而シテ路線ノ重要部分タル大平、上井出間約十二粁（殆ド
専用軌道区間ニシテ山麓ヨリ県道口ニ出ル迄ノ区間）ヲ継続営業スル」（真相）前提で材木商と契約を締結した。
　こうした地域社会の態度につき東電側では富士軌道持株売却の際に「地元材木商ノ蒙ル不便ヲ察シ、之ト一応ノ折
衝ヲ試ミタルナリ、然ルニ材木商ハ何等ノ誠意ヲ示サザリキ」（東電沼津支店長談）として、「顧客タル材木商ニ於テ
モ之〈富士軌道〉ヲ育成スベク努力セズ、将来成業ノ見込ナシト考慮」（東電沼津支店長談）したと非難している。
しかし「地元材木商ハ…右株式ノ譲受ヲ申込ミ…折衝中、東電ハ…〈一方的に〉伊藤商店トノ間ニ話ヲ纏メタ」（真相、
参考）と非難する。
　鉄道省は地元材木商の「懸引余リニ強烈」（真相、第五節）な交渉態度に「営業廃止ノ時日ヲ遷延シ、以テ其間ニ
山麓ニ現有スル材木ヲ搬出セントセルモノ」（真相、第五節）かを疑い、「地元材木商ハ…富士軌道ヲ育成スルニ努力
セズ、寧ロ最モ要領ヨク利用スルノ態度ニ出デ…天候佳キ場合或ハ運賃関係有利ナル場合ハ時々馬車ヲ利用スル等、
相当ノ不徳義ヲ敢テセシモノノ如シ…材木商側ノ要求乃至態度ニ不当ナルモノ存ス」（真相、第五節）と断じた。
③富士水電（かつての最大の荷主）
　富士水電は明治40年１月資本金60万円で設立、明治42年１月開業、明治43年10月猪之頭発電所（富士宮市猪之頭、
現東京発電）を運用開始、大正４年白糸発電所運転開始した。東京電灯は被合併会社たる富士水電が「発電工事材料
運搬ノタメ所有セシ」（真相、第一節）と鉄道省に説明した。渡辺三郎の名義を借用して富士水電が密かに富士軌道
株を買い占めた大正６～７年は芝川水系に次々と発電所を建設中であった時期に該当し、自社軌道敷設より安上がり
跡見学園女子大学　観光コミュニティ学部紀要　第２号
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と考えて、正に「発電工事材料運搬ノタメ」の取得だった。
　富士軌道の「株式台帳」を分析した『富士宮市史』によれば、「乙号の内一五〇株が大正一二年に富士水電の専務
だった田辺七六に渡り」（市史，p793）、また「甲号（台帳）に関しては、大正一〇年に富士水電の介入（買い入れ）
があり、三一株を得、それに先立つ六～七年に上井出の渡辺三郎が二四株をまとめる」（市史，p794）動きがあった
とする。渡辺三郎（５原始株主）は屑鉄商・伊藤商店に富士軌道株を売り付けた富士水電系統の　「東電の重役」
（S13.12.12特秘）と同姓同名。
　『富士宮市史』は明治41年６月富士軌道設立時に大口出資した小野金六100株、白井龍一郎45株などを「投機的な投
資家が様々な事業にかかわっていた」（市史，p793）ように解する。しかし明治40年１月設立された富士水電はすで
に富士軌道の沿線・猪之頭発電所を構想中であり、会長の小野金六、専務の白井新太郎99（養子の白井龍一郎()100名義）
揃っての富士軌道への大口投資は水利権を有する沿線の発電所建設資材運搬の便宜確保という、極めて経済合理的な
投資ではなかったかと思われる。仮に甲州財閥が投機的集団であるとしても、「儲かりそうな銘柄」に集中投資する
わけであって、どう考えても人里離れた山奥の富士御料林の森林軌道でしかない富士軌道が投資のプロ達にさほど魅
力的に映るとは到底考えられない。その意味では富士軌道にとって富士水電は途中から買占めに出た新参者ではな
く、創立時からの最大の両面（株主・荷主）での後盾であったといえよう。
　一方、富士水電に新規参入されたライバルの富士電気は明治40年３月資本金６万円で大宮町に設立、社長堀内半三
郎であった。富士電気は大正３年白糸発電所を起工して以降、足形、狩宿等の発電所を大正８年ごろにかけて芝川水
系に次々と竣工させた。（市史，p708）
　筆者は富士軌道を大株主として、また最大の荷主として両面で支えていた富士水電が大正14年１月１日東京電灯に
吸収され解散したことは富士軌道のために大変不幸であったと考えている。富士水電を吸収合併した巨大企業・東京
電灯にとっては、取るに足らない富士軌道など単なる「合併ノ際ノ添加物」()101としか見ていないからである。
④大宮銀行（かつての主力銀行）
　金融恐慌後の昭和３年４月、静岡商業銀行とともに静岡市呉服町の三十五銀行に合併()102され、同行大宮支店となっ
た。一支店では富士軌道への支援にも限度があろう。株金払込銀行として株式担保金融等の便宜を計っていた主力銀
行の大宮銀行も昭和３年４月静岡市の三十五銀行に役員が残ることすらなく一方的に吸収され、解散したことも無視
できないと思われる。おそらく三十五銀行も東京電灯と同様に、材木商相手の不良債権を多く抱え込んでいたはずの
大宮支店のお荷物の一つぐらいに見ていたことであろう。
⑤東京電灯
　東電としては富士軌道4,000株中の3,340株を大正14年「合併ノ際ノ添加物」（東電沼津支店長談）然として継承し、
東電沼津支店長を社長に、沼津支店営業課長を取締役に派遣しており、「富士軌道ハ初メ東電ノ経営ト称スベ」（真相、
第二節）き状態であった。　形式的には法的に全く瑕疵がないとしても、皆目軌道法の知識もない出入りの一介の屑
鉄商に、鉄材としての処分上様々な瑕疵ある富士軌道の支配株を何らの説明もせずに売り逃げた東京電灯の冷淡な態
度は慇懃無礼としかいいようがない。鉄道省は「軌道業ヲ古鉄売買ノ意ニテ処分シタルハ無責任」（真相、第二節）
と断定した。
⑥屑鉄商
　表面的には過半数を制する圧倒的な大株主であり、経営権を掌握する代表取締役ではあるが、取引上優越的地位を
有する東京電灯に騙され、富士軌道を長大な鉄屑の塊と誤解して株券の形で購入させられた屑鉄商の法的責任を云々
するのは些か酷であろう。
⑦静岡県当局（大宮製材の専用軌道の直接の監督当局）
　静岡県当局の富士軌道への態度に関しても鉄道省側では以下のような強い不満を述べている。①麗々しく添付され
た富士軌道に関する数次にわたる県報告の実態は「会社、従業員間ノ争議」のみの狭い範囲に拘泥する見当外れの「特
高課関係ノ事務」的、機械的報告に限られ、②「県土木部道路課ニ於テハ今回ノ営業廃止ニ関シ別ニ重大ナル注意ヲ
払ヒ居ラザルモノノ如ク…〈特に〉専用軌道区間ニ付テハ県当局ニ於テ以前ヨリ実情ヲ承知シツツ放任シツツアリタ
ルモノ」（真相、附）と決め付けた。所管外の専用軌道として長年放置し、一切報告もなかった鉄道省無視、内務省
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寄りが鮮明な県の態度にいささか頭に来たのか、鉄道省から明確な職務怠慢と見做された静岡県当局は「本専用軌道
ヲ軌道延長線トシテ出願セシムヘク慫慂シタルモ〈富士〉軌道会社ハ之カ手続ヲ執ラス荏苒今日ニ至リタルモノ」（副
申）と、いうことを聞かない富士軌道側に責任があると必死に釈明した。
注
⑴　真正鉄道と虚偽鉄道の定義や意味合いに関しては拙著『非日常の観光社会学』日本経済評論社、平成29年３月（予）参照。
⑵　以下の略号を使用した。栞…『富士登山の栞』岳南時報社、大正３年、／案内…日下部明國編『日本案内　正巻之上』開国社、大正
４年、／汽車…谷口梨花『汽車の窓から』博文館、大正７年、／日帰り…金尾種次郎『関東遊覧その日帰里』金尾文淵堂、大正15年、
／副申…大正15年11月24日静岡県知事副申『鉄道省文書』、／特秘…静岡県知事発出内務大臣他宛警察文書（特高課）、／三塩…『鉄道
省文書　三塩鉄道』（昭47運輸3A-013-03）、／上申…広瀬峰太郎他「三塩鉄道株式会社ニ関スル上申書」昭和６年８月20日、／真相…監
督局調「富士軌道ノ軌條撤去ニ関スルする真相」昭和13年４月『鉄道省文書』、／奥秩…塚本閤治『奥秩父』山と渓谷社、昭和18年、／
山麓史…『富士山麓史』富士急行、昭和52年、／市史…『富士宮市史　下巻』昭和61年、／塩山…『塩山市史　通史編下巻』平成８年、
／三富…『三富村史』平成８年、／山梨…山梨日日新聞。
　　なお富士軌道の原始株主の持株数は「富士軌道株式台帳」『清忠一所蔵文書』（市史，p792～３）による。「氏名に重複が見られるのは、
１人10株までとする形式上の追加処置」（市史，p792）の由。
⑶　拙稿「地勢難克服手段としての遊園・旅館による観光鉄道兼営─箱根松ケ岡遊園・対星館の資料紹介を中心に─」　単著　『跡見学園
女子大学観光マネジメント学科紀要』創刊号、平成23年３月，p45～56
⑷　県営軌道は「三富にはガソリン機関車により客車引揚げを行ひトロリー二台連結」（『山梨県恩賜県有財産沿革誌』山梨県、昭和11年，
p130）と早い時期からガソリン機関車が運行された。
⑸　「西沢渓谷案内板」「週刊トレセン通信　競馬ブック web」http://www.keibabook.co.jp/homepage/freeweekinfo/.../hensyuininfo.aspx。
⑹　「三塩軌道案内板」「三塩軌道　Yahoo! ジオシティーズ」http://www.geocities.jp/d05sm012/sannennkidouhaisennato.htm。
⑺　昭和43年説としては「S30年に13路線、355km にも達した山梨県営の森林鉄道も、S43には47年間の歴史を閉じている」（『林道事業50
年史』，p494）との記述がある。山梨市観光課の情報も同様である。
⑻　現地に精通した登山家・原全教が校訂し昭和８年６月発行された『大秩父山岳図』（縮尺7.5万分の１、JCC 編）には窪平～金峯泉～
西沢の林用手押軌道が描かれている。
⑼⑽⑾⑿⒀　岩波写真文庫62『村と森林』昭和33年，p60～62。
⒁　前掲『村と森林』，p28～９。
⒂　前掲『村と森林』，p50。
⒃　原全教『奥秩父　続編』木耳社、昭和10年，p163。
⒄　温泉の存在について昔から不動小屋「施設の付近は、若干の湯が湧いており…温泉として…有効に活用」（三富，p380）すべく、昭
和37年放置中の「旧軽便軌道…トロッコを利用…運搬が効率的にできて、休憩施設、宿泊施設が設置され」（三富，p370）た後、さら
に掘削して「シャクナゲ温泉」として開発した。旧森林軌道廃止後に軌条等が別の目的で再利用された珍しい事例であろう。
⒅　原前掲書，p166。
⒆　「関東の大震災に遭遇し復興石材の需要激増を予想」（山梨県山林課『山梨県林業要覧』昭和17年，p39，p41，p45。）して山梨県営石
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跡見学園女子大学　観光コミュニティ学部紀要　第２号
─ 120 ─
（『関東の電気事業と東京電力』東京電力、平成14年，p462）として唯一の「東電証券の所有株式（1937年下期）」にも富士軌道株式は
記載がない。（前掲東電，p436）昭和12年下期という掲載時点は伊藤信司が富士軌道株を東京電灯から譲受して富士軌道社長に就任し
た昭和12年12月の直後のため、当然ながら銘柄リストに見当たらなくて当然である。
()102　『本邦銀行変遷史』銀行図書館、平成10年，p109，311。
